




要約:総合周産期母子医療センターの新生児集中治療施設に勤務する医師の人員構成とそ

の供給体制について検討した。現在、我が国の新生児集中治療施設で新生児医療に専任し

ている医師の数はきわめて少ない。また、新生児医療の卒後教育体制も十分ではない。新

生児医療専門医の供給源としては大学か第一に考えられるが、小児科医の全体数か少ない

こともあり、困難なことが多い。状況によっては総合周産期母子医療センターの新生児集

中治療施設を新生児医療の(卒後)研修施設として整備することも必要であろう。診療水準

の維持と教育機能を果たすために新生児医療専門医、指導医の育成が急務である。


